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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 1,304 0.9 106 △6.0 96 △3.8 31 △2.6
22年3月期第2四半期 1,293 △8.2 112 79.1 100 89.0 32 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 197.10 190.21
22年3月期第2四半期 203.89 195.70

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 2,752 1,105 40.2 6,813.83
22年3月期 3,066 1,091 35.6 6,724.82

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  1,105百万円 22年3月期  1,091百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 100.00 100.00
23年3月期 ― 0.00
23年3月期 

（予想）
― 150.00 150.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,950 9.7 350 15.8 330 17.7 170 18.9 1,047.76



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であります。なお、四半期報告書については有限責任監査法人トーマ
ツによる四半期レビューを受けております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成されたものです。実
際の業績は、今後の様々な要因により、予想値と異なる結果となる可能性があります。なお、業績予想の前提となる仮定等については、[添付資料]Ｐ.３
「（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.３「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 163,747株 22年3月期  163,747株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  1,496株 22年3月期  1,496株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 162,251株 22年3月期2Q 161,056株



  

  

   ※当社は、以下のとおり、アナリスト・機関投資家向け決算説明会を開催する予定です。 

   当該説明会で配布した資料等については、開催後当社ホームページに掲載する予定です。 

   ・平成22年11月15日（月）、11月18日（木）・・・・アナリスト・機関投資家向け決算説明会 
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、一部の企業において、景況感に底打ちの兆候が見られるもの

の、欧米諸国を中心とした景気の減速懸念や株安・円高傾向の強まり等により、企業収益や個人消費が低迷するな

ど、景気の先行きは依然として厳しい状況で推移しております。  

 このような経済状況において、「『安心して働ける環境』と『活力ある個と組織』を共に創る」という経営理念に

基づき、精神的な疾患が原因で働けなくなるリスクの軽減と社員の生産性の向上を目的としたメンタルヘルスケアの

各種サービスの販売・新サービスの開発や、団体長期障害所得補償保険（以下「ＧＬＴＤ」という）を利用した働け

なくなるリスクに対するセーフティーネットの導入等に積極的に取組みました。しかしながら、昨今の厳しい経済環

境においては、当社の提供している企業向けの人事労務・福利厚生関連の各種サービスに対する企業の需要は依然と

して厳しい状況で推移しております。 

 その結果、売上高は1,304百万円（前年同期比0.9％増）、営業利益は106百万円（前年同期比6.0％減）、経常利益

は96百万円（前年同期比3.8％減）、四半期純利益は31百万円（前年同期比2.6％減）となりました。 

 なお、平成22年７月１日付けで、㈱イー・キュー・ジャパンより多面的心理性向検査、人材育成、組織分析、採用

時コンサルティング等の事業の譲り受けをいたしましたので、当該事業に係る業績が当第２四半期連結累計期間に含

まれております。 

  

 報告セグメントの業績は次の通りでありますが、第１四半期連結累計期間よりセグメント区分を変更しているた

め、各セグメントの前年同期との金額比較は記載しておりません。 

  

（注）第１四半期連結累計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年

３月21日）を適用しております。その結果、セグメントの区分につきましては、「就業障がい者支援事業」「メンタ

ルヘルスケア事業」「パーソナルリスク事業」「ビジネスリスク事業」の４事業から、長期間働けなくなるリスク

（就業不能リスク）に対して予防から補償、アフターケアまで一貫したサービスを提供する「メンタルヘルスケア事

業」「就業障がい者支援事業」と、個人や個人が働く場である企業の抱えるリスクに対してより良い保障やスキーム

の商品を提案する「リスクファイナンシング事業」の３事業に区分変更いたしました。  

   

（メンタルヘルスケア事業） 

 当事業においては、メンタルタフネスの強化・改善による組織の活性化、及び、メンタルヘルス不調の予防から発

生者対応、休職後の復職支援まで様々なニーズに対応できる商品・サービスを提供してまいりました。新規顧客に対

する販売については、企業ニーズに適時に対応できるように担当企業制を導入し、各種のチャネルを利用しながら、

新規顧客の開拓を進めてまいりました。また、成果を実現するメンタルヘルスケア支援サービスプログラムであるア

ドバンテッジタフネス、アドバンテッジケアを開発するなど、提供するサービスの向上に努めており、人的な投資も

含め、積極的な投資を行ってまいりました。これらの活動により、メンタルヘルスケアの各種サービスの利用者数は

平成22年９月末現在で、約75万６千人となっております。なお、平成22年７月に㈱イー・キュー・ジャパンより譲り

受けた事業につきましては、ＥＱ（Emotional Intelligence Quotientの略）能力の把握と向上を目指すサービスの

提供やソリューションの提案が、個人と組織がかかえるメンタル上の課題に対する有効策として活用できると考えら

れることから、当該事業に含めております。 

 この結果、メンタルヘルスケア事業の売上高は593百万円、営業利益は21百万円となりました。 

  

（就業障がい者支援事業） 

 ＧＬＴＤの新規顧客に対する販売については、企業ニーズに適時に対応できるように担当企業制を導入し、各種の

チャネルを利用しながら、新規顧客の開拓を進めてまいりました。また、ＧＬＴＤの既存顧客に関しましては、一部

の企業において契約の解除や契約の移管が見られるものの、引き続き加入者数増加施策やグループ企業への拡大提

案、契約内容の見直しを含めた今後の更なる飛躍に向けた各種の業務改善等を実施いたしました。これらの活動によ

り、ＧＬＴＤの加入者数は平成22年９月末現在で、約30万人となっております。 

 この結果、就業障がい者支援事業の売上高は378百万円、営業利益は60百万円となりました。 

  

（リスクファイナンシング事業） 

 当事業においては、主に個人及び法人を対象として保険を販売しておりますが、引き続きオペレーション業務の効

率化やサービスの見直し等、より一層効率的な事業運営を行うために各種の施策を実施しております。 

 この結果、リスクファイナンシング事業の売上高は332百万円、営業利益は233百万円となりました。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第２四半期連結会計期間末の総資産額は前連結会計年度末より313百万円減少し、2,752百万円となりました。

流動資産は434百万円減少し、1,174百万円となりました。これは主に、平成22年７月に実施した事業の譲受による

支出等による現金及び預金の減少や、契約者からの保険料の入金条件等により、保険会社の所有物である契約者か

ら領収した保険料にあたる保険代理店勘定が減少したことによるものです。固定資産は120百万円増加し、1,577百

万円となりました。これは主に、平成22年７月に実施した事業の譲り受けによる無形資産の取得等により、無形固

定資産のその他が増加したことによるものです。 

 当第２四半期連結会計期間末の負債は前連結会計年度末より328百万円減少し、1,647百万円となりました。流動

負債は350百万円減少し、1,244百万円となりました。これは主に、契約者からの保険料の入金条件等により、保険

会社の所有物である契約者から領収した保険料にあたる保険料預り金が減少したことによるものです。固定負債は

22百万円増加し、402百万円となりました。これは主に、資産除去債務の計上及び借入れにより長期借入金が増加し

たことによるものです。  

 当第２四半期連結会計期間末の純資産は前連結会計年度末より14百万円増加し、1,105百万円となりました。これ

は主に、配当の実施により利益剰余金が減少したものの、当第２四半期連結累計期間の経営成績の結果により利益

剰余金が増加したことによるものです。  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 通期の業績予想につきましては、平成22年５月14日に開示した業績予想に変更はありません。現時点では、企業の

景況感に厳しさが続く中、先行きに不透明感はありますが、当初の想定通りに推移するものと考えております。 

 なお、１株当たり当期純利益につきましては、本資料発表日現在予測可能な株式数の増減を反映させた期中平均株

式数を元に算出しております。 

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

該当事項はありません。   

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

  ・企業結合に関する会計基準等の適用  

当第２四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26

日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「「研究開発費等に係

る会計基準」の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準」（企

業会計基準第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年12月26

日公表分）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 

平成20年12月26日）を適用しております。 

・資産除去債務に関する会計基準等の適用 

 第１四半期連結累計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用し

ております。これにより営業利益及び経常利益は０百万円減少し、税金等調整前四半期純利益が６百万円減少して

おります。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は14百万円であります。  

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 291,056 474,997

受取手形及び売掛金 504,302 439,401

保険代理店勘定 308,270 570,537

繰延税金資産 28,589 37,397

その他 42,434 86,476

流動資産合計 1,174,654 1,608,810

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 75,758 55,082

減価償却累計額 △27,579 △18,925

建物及び構築物（純額） 48,179 36,157

工具、器具及び備品 133,421 119,229

減価償却累計額 △82,241 △70,835

工具、器具及び備品（純額） 51,180 48,393

有形固定資産合計 99,359 84,551

無形固定資産   

のれん 698,498 691,967

ソフトウエア 411,338 440,315

ソフトウエア仮勘定 59,472 26,245

その他 107,315 27,688

無形固定資産合計 1,276,624 1,186,216

投資その他の資産   

投資有価証券 28,167 30,379

敷金及び保証金 110,880 118,384

繰延税金資産 58,632 31,389

その他 4,247 6,559

投資その他の資産合計 201,928 186,713

固定資産合計 1,577,912 1,457,481

資産合計 2,752,567 3,066,291
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

短期借入金 250,000 350,000

1年内返済予定の長期借入金 285,588 220,788

未払法人税等 38,014 82,667

保険料預り金 308,270 570,537

賞与引当金 56,286 58,175

その他 306,633 313,458

流動負債合計 1,244,792 1,595,628

固定負債   

長期借入金 387,710 379,554

資産除去債務 14,513 －

固定負債合計 402,223 379,554

負債合計 1,647,015 1,975,182

純資産の部   

株主資本   

資本金 249,987 249,987

資本剰余金 201,580 201,580

利益剰余金 662,573 646,820

自己株式 △8,880 △8,880

株主資本合計 1,105,260 1,089,507

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 290 1,602

評価・換算差額等合計 290 1,602

純資産合計 1,105,551 1,091,109

負債純資産合計 2,752,567 3,066,291
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 1,293,580 1,304,585

売上原価 278,172 276,958

売上総利益 1,015,408 1,027,627

販売費及び一般管理費 ※1  902,525 ※1  921,466

営業利益 112,882 106,160

営業外収益   

受取配当金 438 438

保険解約返戻金 157 －

その他 283 77

営業外収益合計 878 515

営業外費用   

支払利息 13,048 9,750

営業外費用合計 13,048 9,750

経常利益 100,713 96,925

特別利益   

償却債権取立益 － 500

事業譲渡益 425 －

特別利益合計 425 500

特別損失   

投資有価証券評価損 25,000 －

減損損失 － 16,379

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 5,438

その他 － 2,200

特別損失合計 25,000 24,018

税金等調整前四半期純利益 76,138 73,406

法人税、住民税及び事業税 33,825 34,820

法人税等調整額 9,476 6,607

法人税等合計 43,301 41,427

少数株主損益調整前四半期純利益 － 31,978

四半期純利益 32,836 31,978
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 76,138 73,406

減価償却費 78,728 102,703

のれん償却額 27,399 28,659

受取利息及び受取配当金 △459 △452

支払利息 13,048 9,750

事業譲渡損益（△は益） △425 －

減損損失 － 16,379

投資有価証券評価損益（△は益） 25,000 －

賞与引当金の増減額（△は減少） △5,305 △1,889

売上債権の増減額（△は増加） 28,209 △64,901

前受金の増減額（△は減少） 8,682 29,315

未払消費税等の増減額（△は減少） △4,303 －

未払金の増減額（△は減少） △30,149 －

未払費用の増減額（△は減少） △5,424 －

その他の資産の増減額（△は増加） 13,566 7,403

その他の負債の増減額（△は減少） △698 △24,711

小計 224,004 175,663

利息及び配当金の受取額 459 452

利息の支払額 △12,809 △8,969

法人税等の支払額 △7,766 △82,704

営業活動によるキャッシュ・フロー 203,888 84,442

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △1,777 △31,071

無形固定資産の取得による支出 △81,646 △46,538

敷金及び保証金の差入による支出 － △840

敷金及び保証金の回収による収入 220 17,746

事業譲受による支出 － △205,000

事業譲渡による収入 86,525 35,875

投資活動によるキャッシュ・フロー 3,321 △229,827

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,310 △100,000

長期借入れによる収入 － 200,000

長期借入金の返済による支出 △153,644 △127,044

配当金の支払額 － △11,511

財務活動によるキャッシュ・フロー △151,334 △38,555

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 55,875 △183,940

現金及び現金同等物の期首残高 309,292 474,997

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  365,168 ※1  291,056
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 該当事項はありません。  

   

  

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 （注）１．事業区分の方法 

 事業は、サービスの内容を考慮して区分しております。 

２．各区分に属する主要な製品・サービス 

 就業障がい者支援事業・・・・ＧＬＴＤの代理店業、保険事務アウトソース 

就業障害者復職支援、就業障害者雇用仲介 

メンタルヘルスケア事業・・・精神疾患による休業者を減らすための予防プログラム（ＥＡＰ）の提案・

運用 

パーソナルリスク事業・・・・個人向け損害保険、生命保険の代理店業 

ビジネスリスク事業・・・・・法人向け損害保険、生命保険の代理店業、保険事務アウトソース 

  

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 海外売上高がないため、該当事項はありません。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

【事業の種類別セグメント】

  

就業 
障がい者 
支援事業 
（千円） 

メンタル 
ヘルスケア

事業 
（千円） 

パーソナル
リスク事業
（千円） 

ビジネス 
リスク事業
（千円） 

計 
（千円） 

消去又は 
全社 

（千円） 

連結 
（千円） 

売上高               

(1）外部顧客に対する売

上高 
 422,829  518,017  252,307  100,426  1,293,580   －  1,293,580

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 －  630  －  －  630 ( ) 630  －

計  422,829  518,647  252,307  100,426  1,294,210 ( ) 630  1,293,580

営業利益  68,570  60,630  196,698  26,568  352,467 ( ) 239,584  112,882

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】
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（追加情報） 

 第１四半期連結累計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平

成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

20号 平成20年３月21日）を適用しております。  
  

１．報告セグメントの概要  

  当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。  

 当社は、事業部門を基礎としたセグメントを、サービスの内容が概ね類似する「メンタルヘルスケア事

業」、「就業障がい者支援事業」及び「リスクファイナンシング事業」の３つに集約し報告セグメントとし

ております。 

 「メンタルヘルスケア事業」は、メンタルヘルス不調の予防から発生者対応、休職後の復職支援まで様々

なニーズに対応できる商品・サービスを提供しております。「就業障がい者支援事業」は、ＧＬＴＤによる

就業不能発生時の金銭面の支援及び事務業務、復職に向けた人事担当者、就業障がい者本人への支援を行っ

ております。「リスクファイナンシング事業」は、個人及び法人に対する損害保険、生命保険の代理店業を

行っております。  

 なお、当第２四半期連結累計期間より、平成22年７月に㈱イー・キュー・ジャパンより譲り受けた事業に

つきましては、ＥＱ（Emotional Intelligence Quotientの略）能力の把握と向上を目指すサービスやソリ

ューションが個人と組織がかかえるメンタル上の課題に対する有効策として活用できると考え、「メンタル

ヘルスケア事業」に含めております。 
  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

 当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日） 

（単位：千円）

   
３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項） 

  当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日） 

              （単位：千円） 

 （注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門等の販売費及び一般管理費であります。 
  

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

 当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日）  

 （固定資産に係る重要な減損損失）  

 「就業障がい者支援事業」において、営業活動から生じる損益が継続してマイナスである資産グループに

ついて、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上しました。当該

事象による当第２四半期連結累計期間の減損損失の計上額は、16,036千円であります。 

 （のれんの金額の重要な変動） 

 「メンタルヘルスケア事業」において、事業譲受に伴いのれんが増加しました。当該事象による当第２四

半期連結累計期間ののれんの増加額は、35,190千円であります。   

  

【セグメント情報】

  
メンタルヘルス 

ケア事業  

就業障がい者 

支援事業 

リスクファイナン 

シング事業 
 合計 

 売上高 

  外部顧客への売上高 

  セグメント間の内部売上高 

  又は振替高  

  

593,323 

－  

  

378,445  

－  

  

332,816  

－  

  

1,304,585  

－  

 計 593,323  378,445  332,816  1,304,585  

 セグメント利益   21,098   60,203   233,965   315,267  

 利益 金額  

 報告セグメント計 

 全社費用(注)  

 315,267 

△209,106  

 四半期連結損益書の営業利益  106,160  
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 該当事項はありません。  

   

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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